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【採点所感】予習は必須でしょう。少なくとも毎日30分の予習時間は確保すべし。そし

て復習に同じ時間を確保し，週６時間は希う。 

 

【問５】54％ 【正解】4 テキスト38_2 

【解説】 具体的に数値を当てはめて，その中から答えを探る。 

① a b c が1～10であり，a×bが12の倍数であるから， 

a×b は，12 24 36 48 60 72 84 である。 

36の倍数でないから，36と72が除かれ，12 24 48 60 84が残る。 

② a×c が5の倍数であるということは，a 又は c のどちらかが5又は10である。 

③ ｂ×ｃが27の倍数であるから，27 54 81であるが，１から１０までの二つの異

なる数字の掛け算で81となるものはない。よって，27又は54である。 

 この組合せは，（3,9）（6,9）である。 

④ aが5の場合，a×b で該当するのは，60のみで，このときbは12となり不適 

 aが10の場合も60のみで，このときbは6となる。 

⑤ cが5の場合，③からｂ×ｃが27の倍数であり不適 

 cが10の場合も同様に不適 

⑥ 最後に③にbを考慮すると，a＝10，b＝6，c＝9 が得られる。 

 

【問７】16％ 【正解】5 テキスト50_1 

【解説】最初は数字を当てはめてみて，法則性を探る。余るなら余らないとは何か 

６で割ると３余るから，９，１５，２１・・・ ６×ａ＋３・・・ 

７で割ると４余るから，１１，１８，２５ ・・・ ７×ｂ＋４ ・・・ 

８で割ると５余るから，１３，２１，２９ ・・・ ８×ｃ＋５ ・・・ 

この３つの条件に当てはまるＸを見つける。 

Ｘがあと３だけ大きければ，６，７，８の全てで割切れることに気付けばＧｏｏｄ 

すなわち，Ｘ＝６ａ＋３，Ｘ＝７ｂ＋４，Ｘ＝８ｃ＋５であるから， 

Ｘ＋３＝６（ａ＋１）＝７（ｂ＋１）＝８（ｃ＋１） 

これは，Ｘ＋３が６でも７でも８でも割切れることを意味しているから，Ｘ＋３は，この

最小公倍数である。＜最小公倍数の求め方は，36頁＞ 

Ｘ＋３＝２×２×２×３×７＝１６８ ∴ Ｘ＝１６５から３０ 

 

【問８】36％ 【正解】3 テキスト51_6’ 

【解説】場合分けして地道な検討が望まれる。 

渡された角砂糖Ｘは，Ａが丁度だから２の倍数  

Ｂは１個又は２個残りで２０杯から２５杯の内，Ｘは偶数となるから，２０杯では６２，

２１杯は６４，同様に６８，７０，７４，７６が考えられる。 
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Ｃは１～４個残したから，Ｘは５の倍数ではなく７０が除外される。 

ＢはＣから１～４個もらい，自分の残っていた１個又は２個で丁度飲みきったから，も

らった個数と自分の残りの合計は３の倍数となる。 

６２，６４，６８，７４，７６を検討する。 

各数字を５で割った余りと３で割った余りが３の倍数になれば丁度飲み切る。 

６２は２＋２，６４は４＋１，６８は３＋２，７４は４＋２＝６，７６は１＋１ 

したがって，７４個が該当し，Ｃは４個あげたことになる。 

７４÷５＝１４余り４となる。 

 

【問６】38％ 【正解】2 テキスト39_4’ 

【解説】問をよく読み理解し地道に検討，素直に式を立てる 

ポイントは，得点は整数，分数の分母は公倍数の基 

① 各人の点数を小文字で表し，式を立てると 

ａ＝
7

5
 ｂ    ａが整数であるからｂは７の倍数 

ｂ＝
3

5
 ｃ  変形し ｃ＝

5

3
 ｂ でｃは整数だからｂは５の倍数  

ｃ＝２ｄ 

以上より，ｂは７の倍数でかつ５の倍数だから３５の倍数で，３５又は７０となる。 

あとは，代入して確認する。 

３５の場合：ａは２５，ｃは２１ しかしｃは偶数であるから不適 

７０の場合：ａは５０，ｃは４２，ｄは２１で条件を満たす 

∴ ＡとＢの合計点数は，１２０となる。 

 

【問３】48％ 【正解】3 テキスト30_1 

【解説】素数 素因数 素因数分解 約数 平方根を理解＜P.28＞ 

テキスト31頁の解説のとおりである。 

１０，８００の素因数分解により２は４乗でありその約数は，２の０乗，１乗，２乗，３

乗，４乗がある。平方根の中の数値が２乗，４乗など偶数乗であれば整数となる， 

 

【問２】49％ 【正解】1 テキスト18_6 

【解説】問を正しく理解する。１－１＝０が４回目となるから，一つづつ漏れのないよ

うに検討する。 

 

 


